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研究成果の概要（和文）：  

 1974年度に川原寺裏山遺跡で発掘された一括遺物の正確な内容把握（種類・数量など）
と主要遺物の実測調査を中心に調査研究を進め，2010年度には埋納坑の正確な形態把握を
目的とした第二次発掘調査を実施しました。調査研究を通じて，塑像の製作技法や金属器
の用途などに関して，従来にない新たな研究視点に発展する成果を獲得しました。これら
の成果は 2012 年度に国際シンポジウム（資料集）で速報し，2013 年度には研究成果報告
書を刊行する予定です。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research consists of two parts. First, we researched on the assemblage 
excavated from Historic ruins of the Hill behind Kawaharadera Temple in 1974 in the 
following ways: 1) exact understanding of their type and quantity, 2) measuring of 
main artifacts among them. Second, we conducted the second archaeological excavation 
in 2010 in order to comprehend the shape of the pit which the abovementioned assemblage 
had been found. As a result, we acquired expansible vision to the new research point 
of view on technique of making clay statuary and usage of metal implements including 
utensils for worship. We reported these achievements briefly by the international 
symposium and its proceedings in 2012. The final research report will be published 
in 2013. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)奈良時代に弘福寺という法号で記録され
た飛鳥･川原寺は，同じ飛鳥地域にある飛鳥
寺や大官大寺などと異なり，『日本書紀』に
もその建立の事情や大伽藍の罹災状況など
が記録されることがなく，その結果として創
建年代をはじめ異説が多いという状況を生
み出しています。 
(2)川原寺に対する本格的な発掘調査は 1957
～59年の間，奈良国立文化財研究所により三
次に及び実施されました。発掘調査では一塔
二金堂の川原寺式伽藍配置と呼称される新
しい形式の伽藍配置が検出され，現在は礎石
や基壇などが復元整備･公開されています。 
(2)1974年，関西大学文学部考古学研究室は，
川原寺の裏山にあたる板葺神社の境内地の
崖面を発掘調査しました。従来から，この地
点は瓦や仏像様の破片が出土する場所とし
て注目されていました。発掘調査の結果，埋
納坑から焼失した寺院に祀られていたこと
が確実な塑像や三尊塼仏などが出土しまし
た。両者の位置的な関係から，埋納坑と出土
品は川原寺との関連する蓋然性が高いと推
測されました。 
(3)塼仏自体についての研究では，考古学分
野から石田茂作氏，美術史分野から久野健氏
などが言及されていました。しかし，それま
で大量に出土することがなかった三尊塼仏
が川原寺裏山遺跡から出土したことから注
目され，その源流や院内の荘厳方法などが活
発に議論されることになりました。その後，
三重県名張市夏見廃寺や奈良県御所市二光
寺廃寺などにおける大形多尊塼仏や六尊連
立塼仏などの出土事例も加わり，北は宮城県
から南は大分県まで，全国で 110遺跡以上か
らその出土が確認されるようになり，塼仏研
究は新たな視点で調査研究を推進すべき段
階を迎えていました。 
(4)このような現状を鑑みた場合，わが国の
塼仏研究に大きな画期をもたらし，今日的な
調査研究の出発点とできる川原寺裏山遺跡
出土品の整理･分析と関連史資料の集成･公
開，さらに川原寺の建立・消長に関する，多
分野からの総合的な言及は，日本古代史上に
おいて推進が必要不可欠な調査研究課題と

判断しました。 
２．研究の目的 

本研究は奈良県明日香村に所在する川原
寺裏山遺跡から出土した三尊塼仏を中心と
した一括遺物の整理・分析作業を出発点に類
例を網羅的に集成し，特に三尊塼仏の源流や
荘厳方法などを国内外の事例を視野に，学際
的に解明することを主目的としました。 

(1)考古学的調査研究 
①川原寺裏山遺跡から出土した一括資料の
内容（種類や点数など）について，考古学的
な観点からデータベースを作成・公開するこ
と。②同一遺跡の一括資料を同原型資料と呼
称される塼仏型に由来する個体差等に注目
しつつ，考古学的な視点から笵型や胎土，彩
色，漆，金箔などの使用方法や，仏堂内での
荘厳方法と密接な関連性があると推定でき
る最終仕上がりまで，具体的な製作工程など
を検討すること。③塼仏の個体差における図
像文様の差異と法量の差異の二系統に注目
し，塼仏の原型や塼仏型，使用された塼仏型
の素材や数量など，塼仏生産体制の実態を解
明すること。④類例の悉皆的調査を通じて，
遺跡間における塼仏個体差の有無や差異の
系統などの視点から川原寺裏山遺跡出土品
の特質を把握し，広範な塼仏生産体制の背後
関係を解明すること。④1974 年度の発掘当時，
諸般の事情から必ずしも十分に確認されな
かった埋納坑の詳細について，必要最小限の
範囲で再発掘して正確な記録を作成すると
ともに，当時その存在が予測された隣接する
複数の埋納坑についての確認作業を実施す
ること。⑤当該地点の周辺を広範囲に測量調
査し，恒久的な遺跡保全（史跡指定）に向け
ての基礎資料を作成すること。 
(2)文献学的調査研究 
①『日本書紀』天武天皇朱鳥元年条に見える
｢御窟殿｣｢御窟院｣の考察と川原寺裏山遺跡
との関係や，その他の文献史料にみえる古代
仏堂の内部構造と川原寺裏山遺跡出土品を
対照すること。②孝徳天皇～天武天皇の時代
における飛鳥を中心とした仏教受容の様相
と川原寺裏山遺跡の関係などを調査研究し，
あわせて堂内における荘厳方法を復元する
目的で，仏教（思想）史の視点も加味して，
漢訳仏典などから関連史料を抽出すること。 
(3)美術史学的調査研究 
①川原寺裏山遺跡から出土した方形三尊塼
仏は南法華寺，独尊塼仏は紀寺から同笵のも
のが出土していますが，この三尊塼仏は，現
存資料の中で橘寺とともに最古の製作・使用
例と措定され，柔らかな表現は初発的な初唐
様式に通じる趣が指摘できる一方，独尊塼仏
は変化に富んだ写実的な衣文処理からさら
に進んだ様式を示しており，同時期の製作に
おいて新旧の様式が混在していることが推



測できます。このような観点を視野に，直接
的な類例をはじめ関連資料について対比的
検討を行いつつ，初唐様式の受容と山田寺仏
頭に至るまでの選択過程について，具体的様
相の変遷過程を把握すること。②三尊塼仏
（形式）や塑像の遡源について，中国やイン
ドの事例を視野にして，現地調査の成果を加
味して実証的に考究すること。 
(4)保存科学的調査研究 
①川原寺裏山遺跡から出土した金属製品は，
仏像の金銅製台座片や荘厳具など仏教関連
の金銅製品を中心に，銅銭・鉄釘などを含み
ます。これらの大部分は断片的な資料であり，
火災により二次的に火熱を受けていること
に加え，発掘調査後 30 年以上経過している
ことから劣化が著しく，今後さらに崩壊の進
む危険性が高いと推測できます。このような
現状を勘案し，保存科学的な観点を重視した
金属製品の整理作業を行い，これを基礎資料
として全体像の復元や用途，類例などに関す
る調査研究を実施すること。②急激な劣化や
崩壊を防ぐため，将来必要となる保存処理の
前段階として，現状における素材や劣化の程
度についてデータ整理を実施し，二次的に火
熱を受けていることをも考慮した，最適な保
存処理の方法を選択する基礎資料を作成す
ること。 
(5)考古学や文献史学，仏教史学，美術史学，
保存科学，地理学の諸分野が協力して，出土
遺物の調査研究を推進して得た成果を総合
することを通じ，創建年代をはじめその実態
が不明瞭な謎の大寺，飛鳥･川原寺の実相の
一端を明らかにし，あわせて出土品の保存活
用･公開を図ること。 

 

３．研究の方法 

研究期間中は必要に応じて全体会議を開
催し，各年度の研究基本計画について各研究
班の調査研究内容の深化と共有化を図り，獲
得された成果を統合し発展させる契機とし
ました。 
(1)考古学班は担当者全員で川原寺裏山遺跡
から出土した千数百点の三尊塼仏をはじめ
とした各種遺物について，資料整理・基礎デ
ータ作成に関する基本方針を策定しました。
この作業では先行的に当該資料の部分的な
整理作業を実施した関係者の意見を反映し，
齟齬がないように留意しました。①川原寺裏
山遺跡の出土遺物は現在，関西大学考古学研
究室，奈良文化財研究所（飛鳥資料館），奈
良国立博物館，奈良県立橿原考古学研究所附
属博物館，明日香村教育委員会（文化財展示
室）などに分散して保管されていますが，こ
れらについても種類や数量などに関する予
備的な調査を実施しました。②2010年度に実
施した川原寺裏山遺跡の第二次発掘調査で
は，1974年度の第一次発掘調査の担当者の意

見を参考に，当該地域で豊富な発掘経験を蓄
積している研究分担者の見解を反映しなが
ら，研究代表者と明日香村の担当者が具体的
な調査計画を立案しました。なお，2006 年度
に関西大学と明日香村とが締結した包括的
な地域連携に関する協定（明日香協定）も，
発掘調査を中心とした調査研究の円滑な推
進を側面的に支援しました。 
(2)文献学班は川原寺を中心とした飛鳥地域
の古代寺院に関する文献資料を網羅的に収
集し，基礎データを整備しました。特に，『日
本書紀』天武天皇朱鳥元年条に見える｢御窟
殿｣｢御窟院｣の考察と川原寺裏山遺跡の関係
について，調査研究を重点的に行いました。
(3)美術史学班は，三尊塼仏と塑像を中心に
考古学班や画像処理班が作成した実測図や
３Ｄ画像などの資料を活用し，形式・様式的
な特徴の把握について整理・分析しました。 
(3)画像処理班は，従来の実測方法では凹凸
があるため正確な図化が困難であった三尊
塼仏や塑像について，九州国立博物館が設備
する 3次元表示が可能なＸ線ＣＴスキャナと
非接触光学式 3 次元デジタイザを活用して，
詳細な形態や内部構造に関する画像データ
を取得しました。また，これらの機器の特徴
を勘案し，最適な画像処理・実測方法を模索
しました。 

 
(4)保存科学班は，金属製品の接合検討を行
い，実測図の作製や写真撮影などの基礎デー
タ資料を作成し，素材や現状での保存状態
（劣化の度合）なども記載して，デジタルデ
ータ化を推進しました。また，将来的な保存
処理への前段階として，劣化の度合や素材に
関するデータ整理を実施し，適切な保存処理
方法を選択する基礎資料を作成しました。 
(5)地理学班は，川原寺裏山遺跡の立地や特
徴について，環境･自然地理学的な観点から，
先行研究の集積をはじめとした飛鳥地域の
基礎調査を実施しました。特に，第二次発掘
調査では，専門的観点から助言を行いました。 
 以上の調査研究は，以下の概念図にある年
度計画で推進しました。 
 



 
４．研究成果 
調査研究は，1974年度に実施された川原寺

裏山遺跡の第一次発掘調査で埋納坑から一
括して出土した遺物群の正確な内容把握と
正式報告書作成に至る資料整理，2010年度に
実施した第二次発掘調査，獲得された研究成
果の公開を中心に実施しました。 
(1)出土遺物の整理作業では，各地の博物
館・資料館等に分散して保管される三尊塼仏
や塑像の実態把握を出発点に，第一次発掘調
査の担当者を含む関係者が会合・検討しまし
た。検討会では第一次発掘調査の概要･成果
についての状況把握や，出土遺物の資料整理
に関する基本方針を策定しました。この基本
方針に基づき，①考古学・美術史分野の担当
者は，三尊塼仏と塑像の接合や台帳作成を推
進しました。また，画像処理分野の担当者と
三尊塼仏の画像データ作成を試行し，正確な
実測図の作成方法を模索・試行しました。②
考古学分野の担当者は国内の事例をデータ
化するとともに，東アジアの類例について現
地調査しました。③保存科学分野の担当者は，
金属製品について最適な保存処理方法を策
定する前提として，出土品の種別や材質など
の台帳作成を推進しました。④文献学･仏教
史学分野の担当者は，川原寺をはじめとした
関連する古代寺院にかかる史資料を収集・整
理しました。⑤一連の資料整理の過程で，当
初に予期された以上の知見を獲得すること
ができました。例えば，金属製品の詳細につ
いて検討を進めた結果，川原寺で密教儀礼が
行われていた可能性を示唆する三鈷杵を確
認したことや，Ｘ線ＣＴスキャナ･３Ｄプリ
ンタの活用から，焼損した塑像の内部構造を
実体化することが可能になり，制作技法を実
証的に復元することが可能になったことな
ど，次段階として解明すべき研究課題が析出
される結果に繋がりました。 
(2)川原寺裏山遺跡第二次発掘調査では，第
一次発掘調査にかかる調査記録・画像データ
などの整理とともに，奈良文化財研究所や橿
原考古学研究所，明日香村教育委員会により
実施された川原寺の発掘調査の成果を整理
しました。これらの準備作業を終えた後，明
日香村教育委員会をはじめとした行政機関，
地権者をはじめとした地域住民と事前協議
を実施し，2011 年 2月～3月に現地調査（第
二次発掘調査）を実施しました。発掘調査で
は第一発掘調査で確認された埋納坑周辺の
詳細な地形測量を実施するとともに，埋納坑
の形態や規模にかかる数値を計測しました。 
(3)一連の調査研究で獲得された成果を社会
に速報するため，2012年 12 月 15日，関西大
学で国際シンポジウム（飛鳥・川原寺裏山遺
跡と東アジア）を開催しました。シンポジウ
ムでは研究代表者･分担者･協力者に加え，国

内および海外（韓国･米国）の研究者にも参
画を求め，当該研究の成果について総合的な
理解が促進されるように努めました。あわせ
て，研究発表の内容について資料集（Ａ４判
167 頁）を刊行し，参加者や研究機関に配布
しました。また，2013年度中に 4カ年の調査
研究の成果を集約した概要報告書（Ａ４判
231頁）を刊行･公開する予定です。 
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